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●売上高、対前年28%増となった。 

 

●各利益項目とも対前年比2倍超となる。 

 

● 震災による特別損失を68億円計上した。 
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● 3Q発表時より7千台増の227千台と前年比50%増となった。牽引役は中
国。  
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●海外売上高比6ポイントアップの78%となった。 

 

●為替の影響△318億円を除くと対前年比133%。 
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●ディア日立社の損益が大幅に改善し、’10年度は｢持分法による投資損
益｣が黒字となる。 
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●災害による特別損失68億円を計上した。 

①棚卸資産や固定資産が損失92億円あるも 

②保険収入55億円でカバーし資産関係での損失37億円 

③3月11日以後の生産・販売活動停止期間中の経費31億円を特別損失に
計上し、 

災害による特別損失を合計68億円で決算。 
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●経常利益419億円 対前年比227億円の増益となった。 

 

●物量増とテルコン連結取込み等による間接費増あるも、売上増による利
益増で大きく増益。 
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資産合計で前年度末より614億円増となる。 

 

●現金及び預金 104億円増。 

 

●中国での売上増により｢受手・売掛金｣及び｢ﾘｰｽ債権・ﾘｰｽ投資資産｣
合わせ578億円増となる。 

 

●一方棚卸資産は△132億円圧縮した。 

 

●手持日数は前年度に較べ、受手・売掛金及び棚卸資産で△40日と縮
減し資金効率アップを実現した。 
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●フリーキャッシュフローでは第3Qまでのプラスを維持し年間で66億
円のポジティブとなった。 
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● 11年度の油圧ショベルの世界需要を10年度比20%増の273千台と
想定している。 

 

●牽引役は世界の50%を占めている中国での24%の伸び。 
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